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議
第
47
号

三
島
市
の
事
務
所
の

位
置
を
定
め
る
条
例
案

　

老
朽
化
し
た
市
役
所
の
庁
舎
の
建

て
替
え
に
あ
た
り
、
新
た
に
建
設
す

る
庁
舎
の
位
置
を
現
在
地
か
ら
三
島

市
南
二
日
町
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

質
疑
新
庁
舎
の
建
設
コ
ス
ト
削
減
の

考
え
方
は
。

答
弁
現
在
の
基
本
構
想
で
示
し
て
い

る
概
算
事
業
費
は
、
国
の
新
営
予
算
単

価
を
基
に
し
て
お
り
、
今
後
、
基
本
計

画
や
基
本
設
計
、
実
施
設
計
な
ど
の
作

業
に
お
い
て
、
建
設
コ
ス
ト
の
軽
減
を

図
る
検
討
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
実

施
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
建
物
の
形
状
や
構

造
、
付
帯
設
備
な
ど
に
お
い
て
、
仕
様

の
検
討
や
、
安
価
に
代
替
え
が
可
能
な

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
多
く
の
専
門
事
業
者
等
か
ら
も
情

報
提
供
を
受
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
発
注
方
式
に
つ
い
て
も
、
民
間

資
金
の
活
用
な
ど
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ

な
が
る
と
さ
れ
る
手
法
に
つ
い
て
、
更

な
る
検
証
を
重
ね
る
。

市
役
所
の
移
転
は
、
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
に
拍
車
を
か
け
な
い
か
。

答
弁
新
庁
舎
整
備
に
伴
い
生
じ
る
複

数
の
跡
地
の
利
活
用
は
、
ま
ち
な
か
の

さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
誘
客
を

は
じ
め
と
し
た
関
係
人
口
の
増
加
な
ど
、

本
市
の
飛
躍
的
な
発
展
に
つ
な
が
る
ま

ち
づ
く
り
の
好
機
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
新
庁
舎
の

整
備
地
が
決
定
し
た
後
の
検
討
と
な
る

が
、
新
庁
舎
整
備
基
本
構
想
に
お
け
る

跡
地
等
の
有
効
活
用
に
係
る
検
証
結
果

を
は
じ
め
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
等
も
総
合

的
に
勘
案
し
な
が
ら
「
ま
ち
な
か
賑
わ

い
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め

る
な
か
で
、
跡
地
活
用
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
検
討
し
て
い
く
。

旧
下
田
街
道
の
交
通
渋
滞
対
策

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

答
弁
国
道
１
号
と
市
道
南
二
日
町
中

島
線
で
は
、
特
に
通
勤
時
の
渋
滞
が
見

ら
れ
る
の
で
、
現
状
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
新
庁
舎
整
備
後
の
交
通
需
要
等

を
予
測
す
る
道
路
交
通
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
道
路
関

係
者
や
鉄
道
事
業
者
と
も
共
有
し
、
地

域
の
皆
様
を
含
め
た
関
係
者
の
御
協
力

も
い
た
だ
き
な
が
ら
必
要
な
道
路
整
備

を
行
っ
て
い
く
。

　
基
本
構
想
で
は
、
市
道
南
二
日
町
中

島
線
の
丁
字
路
と
な
っ
て
い
る
二
日
町

駅
入
口
交
差
点
を
新
庁
舎
に
進
入
す
る

十
字
路
に
改
良
す
る
と
と
も
に
、
南
か

ら
の
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
道
1
号
か
ら
新

庁
舎
敷
地
北
東
側
の
進
入
路
に
つ
い
て

も
、
国
土
交
通
省
と
協
議
す
る
中
で
整

備
し
て
い
く
。

令和７年
６月定例会
６月10日～６月27日

会期：18日間

■今回の議案は…

市長提出議案　14件
（報告案件４件を含む。）

議会提出議案　２件

南
二
日
町
広
場
付
近
の
内
水
氾

濫
対
策
は
。

答
弁
現
状
に
お
け
る
南
二
日
町
広
場

の
雨
水
は
大
場
川
に
排
水
し
て
い
る

が
、
新
庁
舎
整
備
後
も
雨
水
貯
留
施
設

を
経
て
、
引
き
続
き
大
場
川
に
放
流
す

る
。
今
年
度
、
市
道
大
社
前
南
二
日
町

線
の
国
道
１
号
北
側
付
近
の
冠
水
対
策

と
し
て
、
雨
水
の
集
ま
る
流
域
を
調
査

し
、
既
存
の
排
水
路
の
流
下
能
力
を
調

査
し
た
上
で
、
有
効
な
対
策
を
実
施

し
、
国
道
１
号
南
側
に
つ
い
て
も
、
今

後
流
域
の
調
査
を
実
施
し
、
有
効
な
対

策
を
行
う
。

質
疑
市
民
の
理
解
を
深
め
る
、
ま
た

は
合
意
形
成
の
た
め
に
、
市
は
ど
の
よ

う
に
説
明
し
て
き
た
の
か
。

答
弁
こ
れ
ま
で
９
年
か
け
て
市
民
の

意
見
を
伺
っ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
令

和
６
年
５
月
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
前
に
は
、
市
内
６
地
区
に
出
向
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
地
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
ま
た
、
基
本
構
想
の
策
定
前

に
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
２
回
実

施
し
、
意
見
の
募
集
を
行
っ
た
。
こ
れ

ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、
場
所
を
選
定
し

た
。

※
特
別
多
数
議
決
と
は
…

　
市
議
会
の
議
事
は
出
席
議
員
の
過

半
数
で
決
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、法

律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
、

賛
成
者
の
割
合
が
加
重
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
特
別
多
数
議
決
と
い
い
、

市
庁
舎
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の
制

定
・
改
正
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治

法
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
出
席
議

員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成
者
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
多
数
議
決
で
は
、
議

長
も
賛
否
を
表
し
ま
す
。

北
田
町
と
南
二
日
町
の
位
置
図

市
役
所
新
庁
舎
の
位
置
を
南
二
日
町
広
場
と
す
る

市
役
所
新
庁
舎
の
位
置
を
南
二
日
町
広
場
と
す
る

条
例
案
が
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

条
例
案
が
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

三
島
市
で
は
、
庁
舎
建
設
か
ら
60
年

以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
修
繕

費
の
増
加
や
、
狭
あ
い
化
、
庁
舎
機
能

の
分
散
化
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

南
二
日
町
広
場
に
、
新
庁
舎
を
建
設
す

る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
条
例

で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
南

二
日
町
と
す
る
条
例
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
※
特
別
多
数
議
決
に
よ
る
採

決
の
結
果
、
賛
成
13
人
、
反
対
８
人
、

欠
席
１
人
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

質
疑

質
疑

質
疑

・１万人の市民アンケート結果は、南二日町を選択した人が 61.3%であった。この市民意見は尊
重すべき。

・北田町で建て替えることも十分に検討されていた。北田町は建設費用、ライフサイクルコストも
高くなり、また工期が６年もかかり、危険であることなどから、南二日町とする方が良い。

・跡地活用により商業、観光、文化の交流拠点にすることはまちづくりのチャンスである。
・未来の展開を見据えた都市構造の見直しにより、三島市が大きく飛躍するチャンスとなる。
・限られた財源の中、費用対効果を見極めながら、行政サービスの質を落とすことなく、財政の健
全性を維持する必要がある。

賛成討論

・より一層の熟議、市による丁寧な説明、とりわけ中心市街地の周辺住民、南二日町周辺以南の関
係する地域住民との双方向の議論と理解が不十分と考える。

・地域ごとの住民の説明会もなく、住民の合意形成を欠いている。
・早々に位置を決めるのではなく、今後の三島のまちづくりのビジョンを明確に示して、整備地を
確定する必要がある。

・100億円の箱物を建てることに議員は危機感を持つべき。
・地盤、周辺整備、事業費などまだまだ不明瞭なことが多いため、しっかりとしたものを示しても
らい、再度審議すべきと考える。

反対討論
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〇
三
島
市
立
東
小
学
校
管
理
教
室
棟

増
築
に
伴
う
建
築
工
事

　
三
島
市
公
共
建
築
物
個
別
施
設
計

画
及
び
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
、
東
小
学
校
の
管
理
教
室
棟

増
築
に
伴
う
建
築
工
事
を
行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
個
別
施
設
計
画
に
お
け
る
本
工

事
の
全
体
計
画
と
位
置
付
け
は
。
ま

た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
が
前

倒
し
と
な
っ
た
理
由
は
。

答
弁
東
小
学
校
は
同
計
画
の
重
点
事

業
「
学
校
の
地
域
拠
点
化
」
を
推
進
す

る
施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
。
管
理
教
室
棟
や
給
食
室
の
長
寿
命

化
改
修
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
設
置
に
加

え
、
「
学
校
の
地
域
拠
点
化
」
と
し

て
、
教
室
棟
の
機
能
を
管
理
教
室
棟
へ

集
約
後
に
、
教
室
棟
を
解
体
し
、
そ
の

跡
地
に
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
、
エ
コ

セ
ン
タ
ー
の
環
境
教
育
機
能
や
生
き
が

い
教
室
を
複
合
化
し
た
施
設
を
整
備
す

る
計
画
で
あ
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
の
段
階
で
は
、

令
和
７
年
度
に
管
理
教
室
棟
の
増
築
、

令
和
８
年
度
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
棟
設
置

の
計
画
と
し
て
い
た
が
、
同
一
工
種
の

工
事
を
ま
と
め
た
方
が
各
段
階
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
し
や
す
く
な
る
こ

と
、
ま
た
、
学
校
や
施
設
所
管
課
と
の

協
議
に
よ
り
早
期
に
校
舎
内
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
実
現
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
か
ら
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
棟
設
置
の
実
施
時
期
を
前
倒

し
す
る
。

〇
電
気
料
金
支
援
給
付
金
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
３
６
８
１
万
２
千
円

　
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
高
齢
者

の
熱
中
症
対
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
に
よ
る
家
計
へ
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
夏
季
の
電
気
代
を
支
援
し

ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
事
業
の
概
要
と
選
択
理
由
は
。

ま
た
、
世
帯
当
た
り
の
交
付
金
額
は
。

答
弁
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
が
続
く

中
、
特
に
家
計
へ
の
負
担
が
大
き
い
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
含
ま
れ
る
世
帯
に
対
し

て
、
夏
季
の
電
気
代
に
つ
い
て
支
援
す

る
。
物
価
上
昇
を
主
導
す
る
米
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
対
す
る
負
担
軽

減
に
関
し
て
重
点
的
に
検
討
を
重
ね
た

結
果
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
酷
暑
を
乗
り

切
る
た
め
の
緊
急
支
援
策
と
し
て
選
択

し
た
。
支
給
額
は
１
世
帯
当
た
り
４
千

円
と
す
る
。

　
臨
時
会
で
は
、
副
議
長
の
選
挙
、
常

任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）。
ま
た
、
三
島
市
税

賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
ほ
か
２
件
の
条
例
の
専
決
処
分
を
承

認
し
ま
し
た
。

〇
三
島
市
壱
町
田
の
盛
土
宅
地
造
成

工
事
計
画
及
び
盛
土
規
制
法
、
関
係

条
例
、都
市
計
画
法
開
発
許
可
、土
地

利
用
指
導
要
綱
等
に
つ
い
て
の
陳
情

　
経
済
建
設
委
員
長
が
審
査
の
経
過

と
結
果
を
報
告
し
、
賛
成
討
論
の
後

採
決
の
結
果
、
一
部
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

〇
自
治
会
・
町
内
会
か
ら
三
島
市
消

防
団
へ
の
協
力
金
要
請
及
び
受
領
禁

止
に
関
す
る
陳
情

　
総
務
委
員
長
が
審
査
の
経
過
と
結

果
を
報
告
し
、
賛
成
討
論
の
後
採
決

の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
検
証
特
別
委
員
会
の
設

置
を
求
め
る
陳
情

陳
情
事
項

⑴
新
庁
舎
建
設
検
証
特
別
委
員
会
の

設
置
を
求
む

⑵
位
置
条
例
の
議
決
は
本
陳
情
審
議

後
に
求
む

討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
賛
成
少

数
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　賛

成
討
論

　
建
設
予
定
地
が
南
二
日
町
に
決
定
し

た
と
誤
解
し
て
い
る
市
民
が
多
い
。
南

二
日
町
移
転
に
つ
い
て
は
疑
義
が
残

り
、
議
会
と
し
て
検
証
を
求
め
ら
れ
て

お
り
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。

　

陳
情
に
添
付
さ
れ
た
署
名
は
市
民
の

貴
重
な
意
見
と
考
え
る
が
、署
名
内
容
は

本
陳
情
事
項
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
特
別
委
員
会
で
は
一
部
の
議
員
し
か

参
加
で
き
な
い
。
新
庁
舎
整
備
の
費
用

面
で
不
透
明
と
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い

て
は
本
会
議
や
委
員
会
な
ど
で
こ
れ
ま

で
全
議
員
で
十
分
に
検
証
し
て
き
た
。

〇
市
立
保
育
園
管
理
運
営
事
業

３
４
０
万
円

　
錦
田
こ
ど
も
園
に
お
け
る
登
園
時
の

車
両
混
雑
緩
和
と
園
児
の
安
全
確
保

を
図
る
た
め
の
費
用
を
増
額
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
錦
田
こ
ど
も
園
登
園
路
に
つ
い

て
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
事
業
の
目
的

は
。答

弁
錦
田
こ
ど
も
園
へ
の
車
で
の
登

園
ル
ー
ト
は
北
側
の
道
路
の
み
で
、
朝

の
登
園
時
の
慢
性
的
な
渋
滞
発
生
が
以

前
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
今
年
５
月
に

錦
田
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
錦
田
保
育
園
保

護
者
会
の
連
名
で
混
雑
解
消
に
向
け
た

要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
改

善
を
図
る
。

質
疑
改
善
策
の
具
体
的
な
内
容
と
時

期
は
。

答
弁
従
来
の
錦
田
こ
ど
も
園
北
側
の

登
園
ル
ー
ト
に
加
え
、
西
側
の
給
食
搬

入
搬
出
路
を
活
用
し
た
新
ル
ー
ト
を
設

け
、
出
口
を
２
カ
所
か
ら
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
交
通
誘
導
等
に

実
績
の
あ
る
事
業
所
に
委
託
し
、
専
門

的
知
識
の
あ
る
交
通
誘
導
員
を
２
名
配

置
す
る
こ
と
で
園
児
・
保
護
者
の
安

心
・
安
全
の
確
保
と
渋
滞
緩
和
を
図
る
。

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
事
業
者
の
決
定

後
、
保
護
者
、
近
隣
住
民
、
警
察
署
等

に
も
説
明
の
後
の
９
月
１
日
か
ら
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｐｉｃｋ ｕｐ1
陳情第3号

陳
情
の
審
議

Ｐｉｃｋ ｕｐ4
一般会計予算を
増額補正

物
価
高
騰
の

影
響
に
配
慮

陳
情
の
審
議

【その他歳出の主な内容】
○物価高騰対策生活支援
給付金及び定額減税補
足給付金（不足額給付）
給付事業

3億 1,753 万円
○動物飼育事業

1,500 万円
※寄付金を活用

Ｐｉｃｋ ｕｐ3
議第45号

工
事
請
負
契
約
の締

結

❖
人
事
議
案
に
同
意

【
三
島
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
】
増
田
照
雄
氏

令和７年
5月臨時会

5月15日

すべての議案と結果
などの詳細

反
対
討
論

Ｐｉｃｋ ｕｐ2
一般会計予算を
増額補正

安
全・安
心
を

守
る
た
め
に

このページでは次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

〈陳情第3号〉
新庁舎建設検証特別委員会の設置を
求める陳情（不採択）

〈議第 44 号〉
令和７年度三島市一般会計補正予算
（第２号）（全会一致）
■補正予算額
３億 5,770 万７千円

〈議第 45 号〉
工事請負契約の締結について
（三島市立東小学校管理教室棟増築
に伴う建築工事）（全会一致）

〈議第 52 号〉
令和7年度三島市一般会計補正予算
（第3号）（全会一致）

Ｐｉｃｋ ｕｐ1

Ｐｉｃｋ ｕｐ3

Ｐｉｃｋ ｕｐ4

Ｐｉｃｋ ｕｐ2

検索三島市議会

６月定例会のすべての議案
と結果などの詳細は、三島
市議会ホームページでご覧
いただけます。

4みしま市議会だより 2025.8.15 みしま市議会だより 2025.8.1



髙
た か だ

田　康
や す こ

子（新風会）

庭にあるアボカド
やレモンや蓮、 ミ
ラクルフルーツ、 
ジャボチカバ等花
の世話と畑とネコ
と戯れる事です♥

河
こ う の

野　月
つ き え

江（日本共産党議員団）

①家族と過ごす時
間 ②人とのふれ
あい ③旬のもの
を食べる ④美し
い景色や自然にふ
れる ⑤学習

秋
あ き や ま

山　恭
きょうすけ

亮（改革みしま）

料理。おいしいも
のを作って、 家族
や 友 人 に 振 る 舞
い、 一緒に楽しい
食事をすることが
活力になります。

本
ほ ん ま

間　雄
ゆ う じ ろ う

次郎（覚悟の会）

ブレず、群れず、
風に頼らず、 活動
すること。何が起
きても覚悟をもっ
て、 動じないこと
が大切です。

古
こ な が や

長谷　稔
みのる

（改革みしま）

妻と娘と囲む食卓
が、 私の一番の癒
しと活力源。家族
の笑顔と美味しい
時間が、明日への
力になります。

弓
ゆ ば

場　重
し げ あ き

明（覚悟の会）

毎日の腹筋と、雨
の降る日以外、1
日おきのジョギン
グを欠かしたこと
がないことです。

沈
ち ん

　久
く み

美（改革みしま）

古くからあるもの
や自然、 この地域
の人らしい真心に
触れると、後世に
つなげたいと元気
が湧いてきます。

佐
さ の

野　淳
あ つ よ し

祥（無会派）

オーケストラ
演奏 !

服
は っ と り

部　正
しょうへい

平（日本共産党議員団）

自分で作る
創作料理

甲
か い

斐　幸
ゆ き ひ ろ

博（無会派）

週一回わが家に来
る、 孫とのひと時
が 最 高 の 時 間 で
す。

宮
み や し た

下　知
と も あ き

朗（新未来 21）

家族や仲間とテニ
スをすること。以
前のように動けな
いので、 年齢相応
の楽しみ方を模索
しています。

各
議
員
に
対
し
「
私
の
元
気
の
源
」
は
何
か

一
言
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す

三
島
市
議
会
の
新
し
い
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

　市政は範囲が広く内容も専門化しているため、委員会を設置し、能率的か
つ専門的に審査しています。委員会には「常任委員会」「議会運営委員会」「特
別委員会」があります。
　常任委員会には、総務委員会、福祉教育委員会、経済建設委員会および予
算決算委員会があり、議員は総務委員会、福祉教育委員会、経済建設委員会
のいずれかの委員会に所属します。また、予算決算委員会には全議員が所属
します。
　特別委員会は必要がある場合に議会の議決を得て臨時的に設置されます。

委員会とは？
５月
臨時会

　
5
月
15
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、

土
屋
利
絵
副
議
長
が
辞
職
し
た
こ
と

に
伴
い
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
宮

下
知
朗
議
員
が
第
79
代
副
議
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
も

行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
新
し
い
三
島

市
議
会
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　
円
滑
で
効
率
的
な
議
会
運

営
を
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、

議
会
の
会
期
お
よ
び
日
程
、

特
別
委
員
会
の
設
置
、
議
案

お
よ
び
請
願
・
陳
情
の
取
り

扱
い
、
議
会
関
係
規
則
の
取

り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
ま
す
。

委
員
長　
　
野
村　
諒
子

副
委
員
長　
村
田　
耕
一

委
員　
　
　
永
田　
裕
二

古
長
谷　
稔

川
原　
章
寛

本
間　
雄
次
郎

河
野

月
江

予
算
決
算
委
員
会

　
当
初
予
算
お
よ
び
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
ま
す
。
詳
細

な
質
疑
等
は
総
務
分
科
会
、

福
祉
教
育
分
科
会
、
ま
た
は

経
済
建
設
分
科
会
で
行
い
ま

す
。

委
員
長

藤
江

康
儀

　

副
委
員
長

　

委
員

全
議
員

堀
ほ り え

江　和
か ず お

雄（公明）

温泉♨︎サウナにの
んびりと。何も考
えずにぼーっとす
る時間が至福の時
です。クラシック
と jazz も。

藤
ふ じ え

江　康
や す の り

儀（改革みしま）

朝の散歩と
ラジオ体操

川
かわはら

原　章
あきひろ

寛（新未来 21）

キンキンに冷えた
ビール ! 今日も一
日、頑張った自分
へのご褒美。

野
の む ら

村　諒
り ょ う こ

子（新風会）

若い世代の人たち
の 頑 張 る 姿 を 見
て、元気をもらっ
ています。

総務委員会
行政の総合的な企画・管理・
広報や、財政・税務などの
事務について審査します。

福祉教育委員会
福祉や子育て、学校・幼稚
園から生涯学習・スポーツ
などの教育に関する事務に
ついて審査します。

経済建設委員会
農政・商工・観光・文化お
よび土木・建設・都市計画
や上下水道などの事務につ
いて審査します。

堀
ほり

江
え

　和
かず

雄
お

第 79 代副議長 第 72 代議長

Q.委員の任期は？委員長・副委員
長はどうやって決めているの？

Ａ .三島市議会では、条例で任期を
２年と定めています。委員長・副委
員長は、委員の中から互選により決
めています。

宮
みやした

下　知
ともあき

朗

村
む ら た

田　耕
こ う い ち

一（公明）

「グリーンブック」 
「ブラザー」など
社会派映画を観る
こと。

土
つ ち や

屋　利
り え

絵（新風会）

一人で何かをする
ことが好きです。
プールに行って泳
いだり、ギターを
弾いたりして元気
になります

石
い し い

井　真
ま さ と

人（覚悟の会）

家族の笑顔。忙し
い日々でも、家族
の笑顔に触れるこ
とで、疲れた心も
身 体 も 癒 さ れ ま
す。

鈴
す ず き

木　文
ふ み こ

子（公明）

幼い頃から、富士
山の見える所に住
みたいと思ってい
ました。我が家の
庭から眺める朝夕
の富士山です。

永
な が た

田　裕
ゆ う じ

二（新風会）

市民の笑顔と
ハイボール !

委 員 長

副委員長

委 員 長

副委員長

横
よ こ や ま

山　雅
ま さ と

人（新風会）

毎朝の登校見守り
時に中郷小学校児
童、通行する方々
と交わす「おはよ
うございます」の
挨拶と笑顔です。委 員 長

岡
お か だ

田 美
み き こ

喜子 （新未来 21）

朝の見守りあいさ
つ 運 動を始 め て
15 年。毎朝、 子ど
もたちと交わす挨
拶や会話に元気を
もらっています。副委員長

6みしま市議会だより 2025.8.17 みしま市議会だより 2025.8.1

土
屋
　
利
絵



村
田
　
耕
一
　

（
公
明
）

本
間 

雄
次
郎

（
覚
悟
の
会
）

　市議会議員が市に対して質問を行い、適切な市政運営を進めて
いるか、チェックや提案をするものです。
　15人の議員による質問が行われ、活発な議論が展開されました。

一般質問
とは…

新
庁
舎
整
備「
位
置
条
例
」否
決
後
の
市
長
の
発
言

 

位
置
条
例
否
決
後
の
発
言
を
踏
ま
え
、
今
回
の
否
決
が

三
島
の
飛
躍
的
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
を
全
く
な
く
し
た
と
市
長

が
考
え
る
理
由
を
伺
う
。

 

新
庁
舎
整
備
に
伴
い
、
本
庁
舎
、
中

央
町
別
館
、
社
会
福
祉
会
館
等
の
敷
地

が
跡
地
と
な
り
、
に
ぎ
わ
い
を
生
む
施

設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
、
中

心
市
街
地
も
将
来
に
向
か
っ
て
長
く
発

展
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
、
市
と

し
て
も
持
続
的
発
展
を
し
て
い
く
た
め

の
活
用
が
必
要
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

 

三
島
駅
南
口
東
街
区
の
立
体
駐
車
場
を
40
年
間
運
営
し

た
場
合
、
取
得
費
約
10
億
円
、
管
理
運
営
費
約
10
億
円
で
約

20
億
円
と
な
る
。
収
支
計
算
を
安
全
側
に
見
る
た
め
、
８
億

円
を
コ
ス
ト
と
し
て
加
算
す
る
と
約
28
億
円
と
な
る
。
考
慮

す
べ
き
要
素
を
概
ね
網
羅
し
た
、
現
時
点
で
の
収
支
想
定
と

し
て
妥
当
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
の
立
体
駐
車
場
コ
ス
ト

 

新
庁
舎
整
備
の
立
体
駐
車
場
コ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
信

ぴ
ょ
う
性
に
欠
け
る
気
が
す
る
が
、
全
体
の
コ
ス
ト
が
い
く

ら
か
か
る
の
か
改
め
て
伺
う
。

新
庁
舎
整
備
地
を
南
二
日
町
へ
と
誘
導
す
る
理
由
は

 

地
域
の
居
場
所
等
の
把
握
や
支
援
を
含
む
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
の
一
部
を
市
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
い
る
。協
議
会
は
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、

通
い
の
場
に
対
し
て
開
所
日
数
等
に
応
じ
た
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、市
は
講
師
派
遣
や
講
師
料
を
助
成
し
て
お
り
、

協
議
会
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
る
。

高
齢
者
地
域
居
場
所
運
営
の
継
続
支
援
金
の
設
定

 

高
齢
者
の
居
場
所
を
7
年
間
、
毎
週
継
続
提
供
し
て
い

る
方
か
ら
金
額
面
で
継
続
が
厳
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。
他

所
も
同
じ
と
考
え
、
支
援
金
が
出
せ
な
い
か
。

 

市
が
通
学
バ
ス
を
運
行
す
る
こ
と

は
、
地
域
間
の
公
平
性
の
問
題
や
バ
ス
運

行
の
実
現
性
の
問
題
等
に
よ
り
難
し
い

状
況
だ
が
、
自
治
会
が
独
自
で
運
行
し
て

い
る
通
学
バ
ス
に
対
し
、
市
が
保
護
者
負

担
の
2
分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
例
も
あ

る
。
今
後
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
通

学
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
く
。

小
学
校
遠
距
離
通
学
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応

 

塚
原
新
田
か
ら
錦
田
小
ま
で
の
距
離
は
３
·
５
キロ
で
1

時
間
以
上
か
か
る
。
児
童
が
歩
く
の
は
現
実
的
に
難
し
い
の

で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
が
で
き
な
い
か
。

同
報
系
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
の
聞
こ
え

※会派については令和７年６月定例会時点となります。

※　○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　退：退席
※　議長は特別多数議決（議第47号）以外表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

＜賛否が分かれた議案＞

議案
番号 件名 結

果

新風会 改革みしま 新未来21 公明 覚悟の会
日本
共産党
議員団

無
会
派

永
田
裕
二

野
村
諒
子

土
屋
利
絵

佐
野
淳
祥

横
山
雅
人

髙
田
康
子

古
長
谷
稔

藤
江
康
儀

沈
　
久
美

秋
山
恭
亮

川
原
章
寛

岡
田
美
喜
子

宮
下
知
朗

村
田
耕
一

堀
江
和
雄

鈴
木
文
子

本
間
雄
次
郎

弓
場
重
明

石
井
真
人

河
野
月
江

服
部
正
平

甲
斐
幸
博

５月
臨時会 陳情第2号

自治会・町内会から三島市
消防団への協力金要請及
び受領禁止に関する陳情

不
採
択
× × × × × × × × × × × × × × × 〇 × × 〇 〇 ×

６月
定例会

陳情第3号 新庁舎建設検証特別委員
会の設置を求める陳情

不
採
択
× × × 欠 × × × × × × × × × × × 〇 ○ 〇 × × ×

議第47号 三島市の事務所の位置を
定める条例

否
決 ○ × × 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × 〇

発議第4号
佐野淳祥議員による政務
活動費の不適切使用に対
する問責決議

可
決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ 退 × × ○ ○ ○ 〇

6月定例会　議決結果
議案番号 件名 結果

議第44号 令和７年度三島市一般会計補正予算（第２号） 可決

議第45号 工事請負契約の締結について（三島市立東小学校管理教室棟増築に伴う建築工事） 可決

議第46号 物品購入契約の締結について（消防ポンプ自動車） 可決

議第48号 三島市手数料条例の一部を改正する条例 可決

議第49号 	三島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

議第50号 三島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例 可決

議第51号 三島市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議第52号 令和７年度三島市一般会計補正予算（第3号） 可決

議第53号 三島市教育委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決

5月臨時会　議決結果
議案番号 件名 結果

陳情第1号 三島市壱町田の盛土宅地造成工事計画及び盛土規制法、関係条例、都市計画法開発許可、土地利
用指導要綱等についての陳情

一部
採択

承第２号 専決処分の報告及び承認について（三島市税賦課徴収条例の一部を改正する条例） 承認

承第３号 専決処分の報告及び承認について（三島市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承認

承第４号 専決処分の報告及び承認について（三島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

＜全会一致となった議案＞
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横
山
　
雅
人

（
新
風
会
）

髙
田
　
康
子
　

（
新
風
会
）

甲
斐
　
幸
博

（
無
会
派
）

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
み
し
ま
の
取
り
組
み
を
、
無
関

心
層
の
方
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
推
進
す
る
の
か
。

 

運
動
や
健
康
に
無
関
心
な
方
で
も
意
識
せ
ず
に
健
康
に

な
れ
る
仕
掛
け
や
工
夫
、
子
育
て
や
仕
事
で
忙
し
い
方
な
ど

の
阻
害
要
因
の
克
服
、
さ
ら
に
は
人
と
人
と
の
交
流
が
健
康

促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
な
ど
を
念
頭
に
、
第

5
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
6
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
く
。

 

長
伏
公
園
野
球
場
の
再
整
備

の
際
に
半
兵
衛
白
紅
桜
に
樹
種
転

換
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

桜
の
植
栽
は
一
定
の
歩
道
幅
が
必

要
と
な
る
が
、
回
遊
ル
ー
ト
で
可

能
な
場
所
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
令
和
10
年
4
月
に
全

国
桜
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
本
市
で
開

催
さ
れ
る
た
め
、
桜
の
名
所
と
し
て
広
め
て
い
き
た
い
。

観
光
客
を
増
や
す
取
り
組
み

 
歴
史
・
文
化
の
あ
る
三
島
市
を
全
国
に
広
め
る
た
め
に
、

三
島
市
で
生
ま
れ
た
「
半
兵
衛
白
紅
桜
」
を
市
内
に
植
え
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
孤
独
・
孤
立
対
策

人
生
100
年
時
代
を
全
う
す
る
ま
で
の
取
り
組
み

 

生
き
る
楽
し
み
が
健
康
寿
命
を
延
ば
す
意
味
で
も
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
育
む
仕
組
み
作
り
の
検
討
や
、
後
押
し
、

導
入
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

 

市
は
高
齢
者
が
楽
し
み
な
が

ら
社
会
参
加
活
動
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
ス
マ
ホ
で
仲
間
づ
く
り
な

ど
介
護
予
防
事
業
の
実
施
や
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
、
通
い
の
場
な
ど
交
流

の
場
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
つ
な
が
り
を
育
む
活
動
が

選
択
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
仕
組

み
を
広
い
視
野
で
検
討
し
て
い
く
。

※
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
推
進
と
若
者
支
援

 

国
の
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
推
進
５
カ
年

計
画
の
よ
う
な
中
長
期
的
な
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
ど
の
計
画
に
載
せ
る
の
か
。

 

令
和
７
年
４
月
か
ら
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
第
３
期
三
島
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
に
お
い
て
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推

進
と
し
て
母
子
保
健
対
策
と
医
療
体
制
の
充
実
を

図
る
た
め
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す

る
取
り
組
み
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
年
代
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
理
解
促
進
に
努
め
る
。

 

両
大
学
と
は
、
観
光
分
野
を
は
じ
め
多
岐
に
わ
た
り
共

同
研
究
や
連
携
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
旅
行
商
品
や
地
元

の
特
産
品
を
活
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
地
元
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
学
生
が
地
域

へ
の
愛
着
を
深
め
、
若
者
に
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

大
学
生
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り

 

若
者
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
街
に
す
る
た
め
、
市
内
２

校
の
大
学
生
と
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

箱
根
駅
伝
応
援
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
創
出
や
観
光
促
進
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
を
主
催
す
る
場
合
に

は
、
権
利
許
諾
や
安
全

管
理
な
ど
の
課
題
へ
の

対
応
が
必
要
と
な
る
た

め
、
手
法
や
方
法
を
調

査
・
研
究
を
し
て
い
く
。

箱
根
駅
伝
を
活
用
し
た
正
月
の
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

 

正
月
に
ま
ち
な
か
で
箱
根
駅
伝
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
れ
ば
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に
な
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

生
活
保
護
世
帯
の
自
動
車
保
有
は
柔
軟
な
運
用
を

 

車
の
保
有
に
関
す
る
運
用
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
自
家
用
車
普
及
率
が
7
％
だ
っ
た
時
代
に
厚
生
省
が
出

し
た
通
知
で
あ
る
が
、
車
を
持
て
る
要
件
は
。

 

通
院
に
は
、
障
が
い
の
状
況
に
よ
り
利
用
し
得
る
交
通

手
段
が
な
い
場
合
や
公
共
交
通
機
関

の
利
用
が
著
し
く
困
難
な
地
域
に
居

住
す
る
世
帯
が
要
件
と
な
り
、
通
勤

に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
著

し
く
困
難
な
地
域
に
居
住
ま
た
は
通

勤
す
る
場
合
等
が
要
件
と
な
る
。

 

生
活
保
護
制
度
上
、エ
ア
コ
ン
等
の
日
常
生
活
用
品
は
、

費
用
の
助
成
に
よ
り
購
入
す
る
の
で
は
な
く
、
受
給
世
帯
が

保
護
費
の
や
り
く
り
に
よ
っ
て
計
画
的
に
購
入
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。
受
給
世
帯
へ
の
家
計
改
善
指
導
や
生
活
福
祉

資
金
の
活
用
等
に
よ
る
購
入
を
支
援
し
て
い
く
。

健
康
で
文
化
的
な
生
活
に
欠
か
せ
な
い
エ
ア
コ
ン
設
置
助
成

 

住
民
税
非
課
税
世
帯
や
国
の
エ
ア
コ
ン
購
入
費
助
成
対

象
外
と
な
る
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
、
他
市
町
に
な
ら
い
エ

ア
コ
ン
設
置
費
用
を
助
成
で
き
な
い
か
。

佐
野
小
学
校
通
学
バ
ス
の
持
続
可
能
な
運
営

 

児
童
数
が
減
少
し
て
い
る
中
、
バ
ス
の
燃
料
費
等
が
高

騰
し
自
治
会
で
は
通
学
バ
ス
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
補
助
金
要
綱
の
見
直
し
が
で
き
な
い
か
。

 

通
学
バ
ス
の
継
続
は
、
佐
野
見
晴
台
地
区
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
保
護
者
負
担
に
対
す
る
補
助

金
は
、
４
回
の
増
額
を
行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
要
綱
の

見
直
し
は
、
市
内
の
他
地
域
と
の
公
平
性
の
観
点
等
か
ら
慎

重
な
検
討
が
必
要
だ
が
、
他
市
の
事
例
等
も
参
考
に
調
査
・

研
究
す
る
。

児
童
の
登
下
校
に
見
守
り
の
目
を
増
や
す
取
り
組
み

 

全
国
で
児
童
が
登
下
校
時
に
交
通
事
故
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。
な
が
ら
見
守
り
登
録
制

度
を
創
設
し
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

 

な
が
ら
見
守
り
登
録
制

度
の
創
設
は
、
児
童
の
登
下

校
時
に
お
け
る
見
守
り
体
制

の
強
化
、
地
域
住
民
の
安
全

意
識
向
上
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
た
め
、
他
市
の
事
例

や
取
組
を
調
査
・
研
究
す
る
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
に
対
す
る
支
援
策

監
査
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え
た
市
長
交
際
費
の
改
善

秋
山
　
恭
亮

（
改
革
み
し
ま
）

三
島
市
の
ま
ち
な
か
の
湧
水
が
少
な
か
っ
た
こ
と
の
原
因
究
明

 

令
和
７
年
４
月
・
５
月
の
三
島
市
内
の
湧
水
が
例
年
に

比
べ
少
な
か
っ
た
。
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
や
降

水
量
も
考
慮
し
た
上
で
、
原
因
の
分
析
内
容
を
伺
う
。

 

三
島
駅
周
辺
の
地
下
水
位
は
御
殿
場
観
測
所
の
過
去
の

累
積
雨
量
と
相
関
が
あ
る
。
本
年

１
～
４
月
の
累
積
降
水
量
は
過
去

９
年
間
で
２
番
目
に
少
な
く
、
地

下
水
調
査
で
上
流
部
と
下
流
部
の

水
位
に
不
自
然
な
変
動
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
降
水
量
が
少

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
広
域
的
な

事
象
と
捉
え
て
い
る
。

 

定
期
借
地
事
業
で
の
建
物
の
床
面
積
増
大
に
よ
り
、
付

加
価
値
が
高
く
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
ホ
テ
ル
の
進
出
に
つ
な

が
り
、
費
用
便
益
比
の
向
上
や
税
収
増
な
ど
の
効
果
も
期
待

で
き
る
。
費
用
便
益
比
を
考
慮
し
事
業
を
推
進
し
て
い
る
こ

と
か
ら
費
用
便
益
比
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
を
踏
ま
え

対
応
し
て
い
く
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
の
定
期
借
地
エ
リ
ア
の
ホ
テ
ル
整
備

 

容
積
率
緩
和
に
よ
り
ホ
テ
ル
整
備
エ
リ
ア
の
床
面
積
が

増
え
る
こ
と
に
な
る
。
ホ
テ
ル
の
グ
レ
ー
ド・費
用
便
益
比・

補
助
金
算
出
基
準
に
つ
い
て
詳
細
を
伺
う
。

三
島
市
の
ま
ち
な
か
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
計
画

※プレコンセプションケア…女性やカップルを対象
として、将来の妊娠のための健康管理を促す取り
組み

（写真）半兵衛白紅桜
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沈
　
　
久
美

（
改
革
み
し
ま
）

再
開
発
で
さ
ら
に
三
島
市
の
補
助
金
は
増
え
る
の
か

 

定
期
借
地
に
建
設
予
定
の
ホ
テ
ル
の
容
積
率
緩
和
に
よ

る
費
用
便
益
比
１
と
な
る
と
き
の
費
用
が
増
加
す
る
場
合
、

三
島
市
か
ら
の
補
助
金
も
増
え
る
の
か
。

 

こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
定
期
借
地
事
業
も
含
め
た
両

事
業
一
体
で
の
費
用
便
益
比
を
考
慮
し
、
補
助
金
の
対
象
と

す
る
事
業
費
に
上
限
を
設
け
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う

方
針
に
変
更
は
な
い
。
費
用
便
益
比
が
向
上
し
、
補
助
金
の

対
象
と
す
る
事
業
費
も
上
昇
し
た
場
合
に
は
、
補
助
金
額
は

増
額
と
な
る
。

 

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、
国
の
重
点
支
援
交
付
金

を
活
用
し
、
市
が
物
価
高
騰
分
を
負

担
し
て
お
り
、
保
護
者
負
担
は
増
額

せ
ず
据
え
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
保

護
者
の
今
後
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

国
が
目
指
し
て
い
る
小
学
校
の
学
校

給
食
費
無
償
化
の
方
針
を
注
視
し
つ

つ
、
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
の
食
材
費
増
に
よ
る
保
護
者
負
担
の
影
響

 

米
価
等
の
食
材
費
高
騰
で
学
校
給
食
費
増
の
可
能
性
が

あ
る
中
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
が
求
め
ら
れ
る
が
市
の
見
解

は
ど
う
か
。

石
井
　
真
人

（
覚
悟
の
会
）

一般
廃
棄
物
処
理
施
設
広
域
化
に
お
け
る
最
終
責
任
の
所
在

 

一
般
廃
棄
物
処
理
は
自
ら
の
行
政
区
内
で
処
理
す
る
こ

と
が
原
則
だ
が
、
そ
の
処
理
が
３
市
２
町
で
の
広
域
化
と

な
っ
た
場
合
の
最
終
責
任
の
所
在
を
伺
う
。

 

広
域
連
携
の
方
法
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る
一

部
事
務
組
合
や
事
務
の
委
託
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、

広
域
化
の
参
加
市
町
が
決
定
し
た
の
ち
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
が
、
広
域
化
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
本
市
区
域
内
の
一

般
廃
棄
物
処
理
責
任
は
本
市
が
有
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

公
共
施
設
用
地
の
借
地

 

市
庁
舎
が
南
二
日
町
広
場
に
移
転
す
る
と
仮
定
し
た
場

合
、周
辺
の
路
線
価
が
20
％
程
度
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

借
地
料
上
昇
へ
の
影
響
は
。

 

庁
舎
が
南
二
日
町
広
場
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
る
固
定

資
産
税
路
線
価
へ
の
影
響
は
、
急
激
大
幅
な
上
昇
に
は
及
ば

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
昇
率
は
、
諸
々
の
条
件
は
あ

る
も
の
の
、
固
定
資
産
税
基
礎
と
な
る
路
線
価
に
お
い
て
、

税
担
当
課
の
試
算
で
は
、
平
均
で
０·

19
％
程
度
の
変
動
と

考
え
て
い
る
。

 

地
権
者
の
意
向
に
よ
る
が
、
跡

地
の
活
用
に
つ
い
て
は
新
た
な
部
署

が
中
心
と
な
り
、
全
庁
的
に
連
携
し

地
元
商
店
会
や
関
係
団
体
等
と
の
協

議
を
踏
ま
え
進
め
て
い
く
。
今
後
、

南
二
日
町
広
場
へ
の
移
転
が
認
め
ら

れ
た
際
に
は
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
研
究
し
て
い
く
。

南
二
日
町
広
場
の
借
地
解
消

 

購
入
す
る
と
土
地
代
は
約
６
億
円
。
借
地
料
だ
と
70
年

間
で
延
べ
約
10
億
円
で
、
払
い
続
け
て
も
土
地
の
取
得
は
で

き
な
い
。
借
地
解
消
の
た
め
、
北
田
町
の
土
地
と
の
等
価
交

換
は
可
能
か
。　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
対
す
る
対
応

他
市
町
に
な
ら
っ
た
借
地
に
関
す
る
基
準
の
整
備
を

埋
め
立
て
処
分
場
の
廃
棄
物
の
管
理
に
つ
い
て

 

埋
め
立
て
処
分
場
に
環
境
基
準
を
超
え
る
と
思
わ
れ
る

廃
棄
物
が
い
ま
だ
16
万
㎥
あ
る
。
市
民
と
周
辺
住
民
の
不
安

解
消
に
向
け
、埋
立
地
周
縁
の
土
壌
調
査
が
必
要
で
な
い
か
。

 

最
終
処
分
場
を
起
因
と
す
る
周
辺
へ
の
環
境
汚
染
は
発

生
し
て
い
な
い
の
で
、
既
存
の
最

終
処
分
場
及
び
新
規
最
終
処
分
場

周
縁
に
お
け
る
土
壌
調
査
を
実
施

す
る
予
定
は
な
い
。
最
終
処
分
場

周
縁
の
観
測
井
戸
に
お
け
る
地
下

水
質
測
定
で
異
常
な
数
値
が
検
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
い
く
。

野
村
　
諒
子

（
新
風
会
）

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
広
域
化
計
画
お
よ
び
三
島

市
に
お
け
る
課
題

 

広
域
化
計
画
で
予
想
さ
れ
る
ご
み
焼
却
施
設
建
設
費
と

20
年
間
の
運
営
費
の
う
ち
、
三
島
市
の
負
担
分
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
伺
う
。

 

費
用
負
担
方
法
と
し
て
、
ご

み
量
割
、人
口
割
、均
等
割
が
あ
り
、

今
後
広
域
化
参
加
市
町
間
で
協
議

し
、
各
市
町
の
負
担
割
合
を
決
定

し
て
い
く
。
広
域
化
実
現
可
能
性

調
査
で
は
、
市
町
ご
と
の
負
担
比

率
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
、
建
設
費
は
約
１
０
２
～
１
１
３
億

円
、
運
営
委
託
費
は
約
45
～
50
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

 

整
備
す
る
ご
み
処
理
施
設
の
規
模
等
、
ご
み
の
量
が
費

用
算
出
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
た
め
、
負
担
割
合
の
設
定

は
各
市
町
の
ご
み
量
割
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
自
然
で
あ

り
、
ご
み
減
量
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
る
と
考
え
る
。

広
域
化
後
も
、
構
成
市
町
が
ご
み
減
量
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

広
域
化
に
よ
る
施
設
建
設
費
の
各
市
町
の
負
担
割
合
が

ご
み
の
量
割
と
な
る
場
合
、
ご
み
の
量
を
減
ら
す
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

長
期
財
政
計
画
に
広
域
化
計
画
が
反
映
さ
れ
る
か

発
達
に
障
が
い
や
特
性
の
あ
る
子
ど
も
支
援
の
今
後

 

創
設
8
年
目
と
な
る
発
達
支
援
課
は
高
い
専
門
性
を

持
っ
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
。
さ
ら
な
る
支
援
拡

充
が
求
め
ら
れ
る
が
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

 

こ
れ
ま
で
主
に
学
齢
期
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
支
援
に
注
力
し
て
き
た

が
、
今
後
、
さ
ら
な
る
支
援
体

制
の
強
化
を
考
え
て
い
く
上
で
、

※
Ｑ

–

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
を
活
用
し
た

地
域
診
断
を
進
め
、
学
齢
期
以

降
の
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

 

文
化
財
の
保
存
活
用
の
観
点
か
ら
現
況
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら
国
・
県
指
定
文
化
財
対

象
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
参
考
に
、
市
指
定
文
化
財
の
現
状
調
査

を
順
次
進
め
る
こ
と
と
し
、
よ
り
一
層
の
保
全
体
制
の
充
実

を
図
る
。
今
後
も
、
文
化
財
保
護
の
た
め
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
。

市
指
定
の
天
然
記
念
物
に
お
け
る
維
持
管
理
の
現
状

 

市
の
天
然
記
念
物
に
お
い
て
、
樹
木
な
ど
記
念
物
そ
の

も
の
の
案
内
看
板
等
に
つ
い
て
も
、
整
備
不
足
が
見
受
け
ら

れ
る
。
管
理
体
制
を
伺
う
。

令
和
の
米
騒
動
的
な
事
態
に
お
け
る
認
識
と
見
解

長
期
財
政
計
画
に
南
二
日
町
の
土
地
買
収
費
を
含
め
な
い
理
由

	１日	 	各派代表者会議
	４日	 	春の全国交通安全運動
	 	 事前一斉街頭広報
24日　各派代表者会議
	 	 議会運営委員会

	 8 日	 	各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
15日	 	各派代表者会議
	 	 臨時会
	 	 各常任委員会
19 日	 総務委員会
20日	 福祉教育委員会
21日	 経済建設委員会
23日	 議員研修会
24日	 統一美化キャンペーン

	３日	 	各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
10 日～ 27日　６月定例会
10 日　各派代表者会議
	 	 本会議（議案審議）
	 	 議会だより編集委員会
19・20・23・24日
	 	 本会議（一般質問）
20日　各派代表者会議
	 	 議会運営委員会
24日　議会運営委員会
	 	 議会報告会運営会議
27日　本会議（議案審議）
	 	 議会だより編集委員会

月４

服
部
　
正
平
　

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

弓
場
　
重
明

（
覚
悟
の
会
）

月6月５

※Q–SACCS…発達障害の地域支援
システムの簡易構造評価

12みしま市議会だより 2025.8.113 みしま市議会だより 2025.8.1



「佐野淳祥議員による政務活動費の不適切使用に対する問責決議」
　６月定例会最終日に議員提出議案として提出されました。提案説明、質疑、文書による弁明、賛成
討論の後、採決の結果、賛成多数で可決されました。

古
長
谷
　
稔

（
改
革
み
し
ま
）

土
屋
　
利
絵

（
新
風
会
）

大
型
事
業
を
抱
え
て
い
く
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営

 

三
島
市
の
人
口
が
今
後
10
年
で
１
万
人
減
る
予
想
の

中
、
令
和
32
年
度
ま
で
市
税
が
増
え
て
い
く
見
込
み
の
長
期

財
政
計
画
を
ど
う
考
え
る
か
。

 

税
目
ご
と
に
、
関
係
す
る
人
口
推
計
、
経
済
成
長
率
、

直
近
の
税
収
増
加
の
実
績
等
を
考

慮
し
算
出
し
た
結
果
、
全
体
と
し

て
は
微
増
傾
向
の
推
計
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
将
来
の
予
想
は
大

変
難
し
い
た
め
、
常
に
情
報
収
集

を
行
う
中
で
、
後
年
度
の
財
政
状

況
も
意
識
し
つ
つ
持
続
的
発
展
に

向
け
た
事
業
を
厳
選
し
展
開
し
て

い
く
。

 

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
、
新
庁
舎
建
設
、
大
場
地

区
土
地
区
画
整
理
、
公
共
施
設
長
寿
命
化
、
新
規
ご
み
処
理

施
設
等
に
関
す
る
起
債
に
よ
り
増
額
と
な
る
が
、
令
和
19
年

度
以
降
、
償
還
過
多
に
よ
り
残
高
は
減
少
す
る
。
健
全
な
財

政
維
持
の
た
め
、
事
業
の
取
捨
選
択
も
含
め
他
事
業
の
バ
ラ

ン
ス
も
配
慮
し
取
り
組
む
。

大
型
事
業
を
抱
え
て
い
く
こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営

 

長
期
財
政
計
画
で
は
、
15
年
後
の
令
和
22
年
度
に
は
、

今
よ
り
10
億
円
多
い
約
46
億
円
の
借
金
返
済
に
な
る
こ
と
を

ど
う
考
え
る
か
。

新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
市
役
所
機
能
方
針
の
明
確
化

 

市
役
所
窓
口
機
能
に
お
け
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
と
ワ
ン

フ
ロ
ア
型
の
両
者
の
利
点
を
取
り
入
れ
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
の
可
能
性
と
検
討
状
況
を
問
う
。

 

窓
口
業
務
検
討
部
会
に
お
い
て
、
本
市
に
適
し
た
窓
口

業
務
の
在
り
方
の
検
討
を
し
て
い
る
。
転
入
や
転
出
等
で
複

数
の
窓
口
に
ま
た
が
る
場
合
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
お
り
、

市
民
の
動
線
を
把
握
し
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
や
ワ
ン
フ
ロ
ア
型

ま
た
は
両
者
の
利
点
を
取
り
入
れ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
型
の

可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
向
け
た
防
災
体
制
の
強
化

 

自
主
防
災
本
部
の
設
置
等
、
地
域
主
導
の
初
動
対
応
力

に
大
き
な
差
が
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
促
進
策
と

継
続
的
支
援
の
体
制
強
化
方
針
を
伺
う
。

 

各
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
温

度
差
が
あ
る
現
状
で
は
、
発
災
時

の
初
動
に
大
き
な
差
が
出
る
と
予

想
さ
れ
る
た
め
、
令
和
３
年
度
に

作
成
し
た
自
主
防
災
組
織
の
役
割

を
解
説
し
た
動
画
の
活
用
を
呼
び

か
け
る
。
ま
た
、
自
主
防
災
本
部

の
立
ち
上
げ
に
関
す
る
出
前
講
座

の
実
施
を
検
討
す
る
。

若
者
・
子
育
て
世
代
へ
の
移
住
支
援
と
情
報
発
信

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
７
年
５
月
に
株
式
会
社 

廣
瀬
行
政
研
究
所 

代
表

取
締
役　
廣
瀬
和
彦
氏
を
招
き
、「
議
員
が
守
る
べ
き
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
議
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
政
治
倫
理
の
意
義
や
考
慮
点
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
情

や
判
断
基
準
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

発
信
の
現
状
と
課
題
等

実
例
を
交
え
な
が
ら
わ

か
り
や
す
く
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
活
か

し
、
今
後
も
議
員
の
資

質
向
上
に
努
め
、「
わ

か
り
や
す
く
信
頼
さ
れ

親
し
ま
れ
る
三
島
市
議

会
」
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
令
和
７
年
５
月
25
日
に
行
わ
れ
た
「
統
一
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
議
員

有
志
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
市
の
中
心
街
な
ど

を
歩
き
、
道
端
の
ご

み
回
収
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告

問　責　決　議

会派の異動が会派の異動が
ありましたありました

令和７年４月１日および７月１
日に会派の異動がありました。
７月１日時点の議員名簿はこ
ちらの二次元コード
からご確認ください。

議会ホ議会ホーームペムペーージをご覧くださいジをご覧ください
三島市議会のホームページでは、パソコン、スマホから議会中
継をご覧いただくことができます。
また、会議案内・結果や情報公開、お知らせ等を掲載している
ほか、皆様からの市議会に対するご意見・お問い合わせも募集
しています。詳しくは二次元コードからご確認ください。

　

佐
野
議
員
が
令
和
７
年
２
月
か
ら
３
月
に
か

け
、
三
島
市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
コ
ピ
ー
機
で
私

的
な
資
料
を
相
当
数
印
刷
し
、
令
和
６
年
度
の
緑

水
会
政
務
活
動
費
と
し
て
そ
の
経
費
を
処
理
し

た
。
経
費
の
中
で
コ
ピ
ー
代
が
突
出
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
使
途
が
政
務
活
動
費
の
使
用
目
的

に
合
致
し
て
い
る
か
問
わ
れ
た
際
、
三
島
市
新
庁

舎
建
設
基
本
構
想
の
資
料
を
印
刷
し
た
と
の
答
弁

を
繰
り
返
し
、
詳
細
に
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
自
宅
事
務
所
の
印
刷
機
で
当
該
資
料
を

印
刷
し
た
費
用
と
の
等
価
交
換
を
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
、
認
識
が
不
足
し
て
い
た
と
の
弁
明
と
と

も
に
４
月
30
日
に
全
額
を
返
還
し
た
。
議
会
の
求

め
に
応
じ
５
月
に
顛
末
書
が
提
出
さ
れ
、
６
月
に

各
議
員
へ
謝
罪
文
書
が
配
付
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
私
的
文
書
を
何
枚
不
適
切
に
コ
ピ
ー
し
た
か

に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
説
明
内
容

は
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

を
放
置
す
る
こ
と
は
三
島
市
議
会
の
信
頼
を
著
し

く
損
な
う
も
の
で
あ
り
、
佐
野
議
員
に
対
し
て
、

責
任
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
三
島
市
議
会

と
し
て
も
、
こ
れ
を
個
人
の
問
題
と
せ
ず
、
信
頼

回
復
に
向
け
、
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
責
決
議
要
旨

　
私
的
利
用
し
た
令
和
７
年
２
月
と
３
月
分
の
印

刷
費
用
に
つ
い
て
は
政
務
活
動
費
の
対
象
外
と
し

て
決
算
処
理
が
さ
れ
、
そ
の
費
用
は
全
額
私
費
に

て
弁
済
さ
れ
て
い
る
。
議
長
か
ら
市
長
を
経
た
市

へ
の
決
算
報
告
書
に
も
、
そ
の
よ
う
な
印
刷
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
政
務
活
動
費
の
報
告
は
存
在
し

な
い
。
総
務
省
、
静
岡
県
行
政
課
、
三
島
市
議
会

事
務
局
か
ら
は
、
決
算
で
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
政
務
活
動
費
を
使
用
し
た
と
は
言
え

な
い
、
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
行
政
訴
訟
の
豊
富

な
弁
護
士
か
ら
「
決
算
に
お
い
て
確
定
す
る
の

で
、
一
時
立
て
替
え
の
よ
う
な
も
の
だ
」
と
明
確

に
否
定
す
る
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
顛
末
書

に
「
政
務
活
動
費
の
『
等
価
交
換
』
と
い
う
本
議

会
の
運
用
に
適
さ
な
い
認
識
で
行
っ
た
」
と
記
載

し
た
が
私
の
「
等
価
交
換
」
と
い
う
認
識
は
誤
っ

て
お
り
２
月
と
３
月
の
印
刷
費
用
は
決
算
報
告
前

に
私
費
で
弁
済
し
決
算
日
の
４
月
30
日
の
時
点
で

等
価
交
換
は
消
滅
し
て
い
る
。
本
決
議
案
内
の

「
政
務
活
動
費
の
不
適
切
使
用
」
「
条
例
に
反
す

る
」
「
等
価
交
換
」
な
ど
は
当
該
コ
ピ
ー
費
用
を

政
務
活
動
費
と
し
て
決
算
報
告
に
計
上
し
て
い

た
ら
成
り
立
つ
指
摘
だ
が
「
政
務
活
動
費
の
不
適

切
使
用
」
が
な
い
う
え
で
は
、
決
議
案
と
し
て
成

立
し
な
い
の
で
は
な
い
か
。
印
刷
機
を
設
置
目
的

以
外
の
理
由
で
使
用
し
た
こ
と
は
謝
罪
申
し
上
げ

る
。

弁
明

　
新
聞
報
道
後
、
市
議
会
と
し
て
公
式
見
解
を
示

し
て
い
な
い
。
事
実
経
過
を
確
認
し
ど
の
よ
う
に

評
価
す
る
か
発
信
す
る
こ
と
が
議
会
と
し
て
の
責

務
で
あ
る
。
政
務
活
動
費
の
決
算
に
は
計
上
さ
れ

な
か
っ
た
が
、
私
的
利
用
を
隠
ぺ
い
し
よ
う
と
し

た
こ
と
は
明
白
。
市
民
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

賛
成
討
論
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表紙の柄は、三島柄を使用しています。

　三島市議会では、市民の皆さまに議会の活動をお知らせするため、年４回（5/1号・8/1号・11/1号・2/1号）
議会だよりを発行しています。
　令和７年度は、より市民の皆さまに議会を身近に感じていただけるよう、11/1 号および 2/1 号の表紙
写真を募集いたします。
　みんなに見てほしい三島の自然の風景やまちなかの写真を送ってください！

・応募作品の著作権は応募者本人に帰属し、写真に関して肖像権や著作権など第三者の権利の侵害
が認められた場合は、応募者本人がその責を負うこととします。
・明らかに特定できる人物や個人の所有物が写っている作品の応募はご遠慮ください。
・編集上、トリミング加工や文章の挿入、作品を複数組み合わせての掲載を行う場合があります。

 応募上の 
 注意事項 

・令和７年11月 1日発行号…令和７年９月１日締切
・令和８年 2月 1日発行号…令和７年12月１日締切

 締　　切 

三島市在住または三島市内に通勤・通学されている方 応募資格 

 応募規定 ・応募者本人に著作権があり、未発表のもの
・概ね１年以内に撮影したもの
・三島市内で撮影したもの
・カラー写真
※応募は１人３点まで。応募者 1人につき１点までの採用となります。

※その他詳細は、市議会ホー
ムページに掲載しております
のでご覧ください。

あなたに見せたい　三島の風景あなたに見せたい　三島の風景テーマ

 応募方法 右記の二次元コード、または市のホームページから応募フォームにアクセスし、
必要事項を入力の上、JPEG形式（５MB以内）の写真データを登録してください。

みしま市議会だよりみしま市議会だよりのの
表紙写真表紙写真をを募集募集しますします!!

※表紙のレイアウトは未定です。

委員長：沈　久美
副委員長：本間　雄次郎
髙田　康子　　宮下　知朗
村田　耕一　　河野　月江

甲斐　幸博

新たに委員長に沈久美議員、副委員長
に本間雄次郎議員が就任し、甲斐幸博
議員が新しく委員に加わりました。
編集委員会一同、これからもわかりや
すい議会だよりを目指してまいります。

議会だより編集委員会議会だより編集委員会がが
新体制新体制にになりました。なりました。

9 月定例会のお知らせ

本会議は午後１時、各分科会は午前 10時からの開会予定です。本会議は午後１時、各分科会は午前 10時からの開会予定です。
予算決算委員会の開会時間は未定です。日程は変更になる場合があります。予算決算委員会の開会時間は未定です。日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土
8/31 1 2 3 4 5 6

本会議
（議案審議）
予算決算委員会
（決算審査）

7 8 9 10 11 12 13
経済建設分科会
（決算審査）

福祉教育分科会
（決算審査）

14 15 16 17 18 19 20
福祉教育分科会
（決算審査）

総務分科会
（決算審査）

21 22 23 24 25 26 27
本会議（一般質問）

28 29 30 10/1 2 3 4
本会議

（一般質問）

本会議
（一般質問予備日） 本会議

（議案審議）予算決算委員会
（決算審査）
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